
18Minamikyushu City Public vol.81

善
積
寺
跡
（
ぜ
ん
し
ゃ
く
じ
あ
と
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
指
定
文
化
財
④

　
川
辺
町
上
山
田
の
松
園
か
ら
虚
空
蔵
ヶ
嶽
山
麓
に

あ
っ
た
禅
宗
系
の
お
寺
跡
で
す
。

　
こ
こ
は
勝
目
地
域
（
山
田
郷
）
の
仏
教
文
化
の
中

心
で
し
た
が
、
明
治
時
代
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
打

ち
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
寺
跡
の
入

口
に
立
つ
仁
王
像
や
庚
申
供
養
塔
、
歴
代
住
職
の
お

墓
、
本
堂
跡
付
近
に
残
る
座
禅
石
な
ど
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
夏
の
節
電
に
ご
協
力
を

今
年
の
夏
、九
州
電
力
管
内
で
は
電
力
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、皆
さ
ん
に
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、昨
年

の
夏
に
取
り
組
ん
だ
節
電
を
目
安
に
、生
活・
健
康
や
経

済
活
動
に
支
障
の
な
い
よ
う
、節
電
（
空
調
の
一
時
停
止
、

照
明
の
消
灯
な
ど
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
期
間
＝
７
月
１
日
（
火
）
～
９
月
30
日
（
火
）
の
平
日
、

　
午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
お
盆
期
間
８
月
13
日
（
水
）
～
15
日
（
金
）
を
除
く

［
問
］
九
州
電
力
（
株
）
加
世
田
営
業
所

　
　
☎
０
１
２
０-

９
８
６-

８
０
５

特
攻
の
史
実
を

後
世
に
残
す
⑳

知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は
、「
知
覧
か
ら
の
手
紙
」（
知
覧
特
攻

遺
書
）
を
、
平
和
を
願
い
、
知
覧
か
ら
世
界
へ
語
り
継
ぐ
た
め
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

母の教えを守り･･･
山下  孝之  少尉　出身地　熊本県氷川町　第 57 振武隊 ( 享年 19 歳 )

　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
孝
之

　
只
今
、
元
気
旺
盛
出
発
時
刻
を
待
っ
て
居

り
ま
す
。
愈
々
此
の
世
と
お
別
れ
で
す
。
お
母

さ
ん
必
ず
立
派
に
体
当
り
致
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
八
時
。
こ
れ
が
私

が
空
母
に
突
入
す
る
時
で
す
。
今
日
も
飛

行
場
ま
で
遠
い
所
の
人
々
が
私
達
特
攻
隊

の
為
に
慰
問
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
丁
度

お
母
さ
ん
の
様
な
人
で
し
た
。
別
れ
の
時
は

見
え
な
く
な
る
ま
で
見
送
り
ま
し
た
。

二
十
四
日
七
時
半
　
八
代
上
空
で
偏
向
し
故

郷
の
上
空
を
通
っ
た
の
で
す
。

　
で
は
、
お
母
さ
ん
、
私
は
笑
っ
て
元
気
で
征

き
ま
す
。

　
永
い
間
　
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
妙
子
姉

さ
ん
、
緑
姉
さ
ん
、
武
よ
　
元
気
で
暮
ら
し
て

下
さ
い。

　
お
母
さ
ん
お
体
大
切
に
。
私
は
最
後
に

お
母
さ
ん
が
何
時
も
言
わ
れ
る
御
念
佛
を

唱
え
な
が
ら
空
母
に
突
入
し
ま
す
。

　
南
無
阿
弥
陀
佛

　
　
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日

　山下少尉のお母さん
は、信心深い方で何に
対しても南無阿弥陀仏
と唱え頭を下げられる
方でした。この手紙か
ら見ても山下少尉は母
を慕いながら母の教え
を守り、南無阿弥陀仏
と唱えて出撃したので
はないでしょうか。
　山下少尉は宮崎県都
城東基地から出撃しま
した。

▲寺跡の入口に立つ仁王像


